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ｏ　　さきに第１３号をもって六年ぶリIに復刊したが、種々の都合から復刊の辞も彙報も印刷されな

かったのをこゝに本誌休刊中の学会活動を略記しておくことにする。昭和20年８月の

記録を見ると、昭和18年度は13,14,15号合併号とし、三省堂の手によって印刷を完了したが製本準備中に戦災のため焼失、昭和19年度は休刊とし、昭和20年度上半期の第16号は編集をおえて文求堂に依頼中、同年上半期の第17号を故小倉進平前副会長の追悼号として編集中であった。これらはいずれもついに世に出る機会を失い、終戦後、編集をあらたにして第13号を発行した。それもはじめ斎藤書店との契約の下に発足しながら遅延に遅延をかさね、結局は同書店の手をはなれ本学会の名義においてようやく発刊するに至ったのであった。

Ｏ　　終戦後開催した会合は次の通りである。
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第 ２Ｑｓ 講 演 会(23.1Q. 二23.jl: 氣 大 夕･ べ)
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ｏ　　以上のほか、八学会連合に創立以来参加し、大会には毎回代表者を送っている。本年度第　　　　　　　　　　　　　　　　　

3回大会には、共同課題「火」に辻直四郎氏、講演に野村正良。柴田武両氏が講演された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、第1,2回大会の講演報告は、八学会連合編「人文科学の諸問題」として関書院より刊行された。　　　
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○　活字による印刷が可能となるまでこの形式が続けられるが、特殊な符号・文字などが自由に
用いられる特徴を生かして各分野の特殊論文を掲載し、学会機関誌としての使命を果たしたい。
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永い期間にわたる休刊で発表されなかった論文を続々投稿されんことを望みます。（発表は、

和欧文いずれでも結構ですが、和文の場合は必ず欧文によるレジュメを附すること。

ｏ　前にお願した名簿整理用カード（葉書）は着々御送りいたゞいておりますので、次号に会

員簿を載せ、本会会員の消息を誌上でお傳えしたいと思います。住所・勤務先などの変更や

新着の出版などその都度お知らせ下さい。

會費

本誌の発行には文部省の出版助成金を受けておりますが、会員数が少ないため、13号14号

で会員一人当たり実費が約250円となります。同学の士を多数御勧誘下さるようお願いいたすと

同時に、前に会費200円納入された会員は次号（15号、十二月発行予定）実費を含む昭和二四

年度会費として更に200円、振替または小為替にて学会迄お送り下さるようお願します。
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山田　孝雄

大束百合子

三根谷　徹

日本 言語 學會 役員 （２４年１１月現在）

会 長　 新 村 出　 副 会長 ： 金 田一 京 助
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評議員：浅井　恵倫、安藤　正次　　泉井久之助

市河　三春、落合　太郎、　神田　盾夫

高津よ泰誉．小林　淳，　　神保　格
田中　秀央

東条　操

松本　信廣

池上　二良

小林　智賀平

千葉勉　辻　直四郎（会計担当

西脇　順三郎　服部　四郎゛鴟順Ｘ４　　 顯､邵　・ 邯(隸)
八杉　貞利

井筒　俊彦

柴田　　　武


	page1
	page2
	page3

